
product name : zip tote bag

size:50×31×18(cm)

length of handle 34(cm)

material : paraffin canvas (cotton)

price : 13,650 (yen)

http: / /di fott .com/

products 一見すると、よくある形のトートバッグに見える事を意図しています。それ
は、日常の中で使うバッグという事を考えての事です。ただ、よくよく見て
いくと、アウトドア的でないディテールやデザインを採用されている事がわ
かると思います。
例えば、表に取り付けられたゴールドのファスナーがそれに当たります。ア
ウトドア的なバッグの中に存在する、この金属ジップが、全体に少しのエレガ
ントな雰囲気を与えるのに寄与しています。アウトドアをイメージさせるト
ートバッグの形式を採用しながらも、素材のセレクトやファスナーなどのデザ
インによって、街での使用に適した、アウトドア風だけでない、絶妙なバラ
ンス感を意図しているのです。

使われている素材は、比較的薄手のパラフィン加工を施した帆布です。一般
的にアウトドアブランドなどのバッグに使用されている帆布は、4号や6号と
呼ばれるとても厚手のモノです。今回、それよりも薄い素材を選んだ事には
意図があります。
それは、表面の生地の繊細さです。4号や6号の帆布となると、生地が重厚に
なるというメリットはあるのですが、どうしても、生地表面の織の凸凹が目
立ち、それが荒々しいワイルドなイメージを生み出してしまうのです。（も
ちろん、これは、アウトドア仕様のバッグを作る時には適していると思いま
す。）そのような意図があり、より目が細かく、繊細で優しいイメージをも
つ号数の高い薄い帆布を使用しています。ただ、それ一枚であると、少し生
地が薄く、強度にかけるというのも事実です。そこで、このバッグでは、本体
部分の構造において、生地を二重に使うという特異な方式が取られています
。もちろん、生地が二重になっているという事は、外からは分かりません。
また、同じ生地を二重にするこの行為は、一般的に無駄と判断されあまり、
行われる事はないかと思います。しかし、「繊細さ」と「重厚さ」という矛盾
する要素をもちえたバッグを作るためには必要な行為だったのです。こうし
て、繊細かつ丈夫であるという不思議なバッグが出来上がりました。


